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環境掲示板 

みたか環境ひろば 第５号 

編集後記  

地球温暖化をテーマにしましたが、と

ても難しく、力不足を感じます。温暖化

防止の知恵などありましたら、ぜひお寄

せください。      （山本） 
野川の飛橋付近には、北の国からコガモが

１羽渡ってきました。井の頭公園では、今年

の一番乗りはオナガガモでなく、ハシビロガ

モでした。冬鳥の季節となりつつあります。

世界はつながっています。 （安達）   

 ●外来魚捕獲大作戦 Part II 
主催 井の頭外来生物問題協議会 

日時 １０月５日（日）11：００～15：00 

場所 井の頭恩賜公園 井の頭池 

申込 不要（体験捕獲コーナー参加のみ会

場で申込が必要） 

詳細 http://www.kansatsukai.net/ 

●ガーデニングフエスタ２００８年 
主催三鷹市市民緑化推進委員会・三鷹市 
日時 １０月１１日（土）11:00から 
場所 農業公園 
申込 直接会場へ（ガーデニング講座は事

前申込・受付は終了しました） 
問合せ 緑と公園課 内線2833・2834 
詳細 広報みたか ９月２１日号 
●植物観察会  
主催 三鷹市緑と公園課  
日時 １０月１４日（火）９:３0～1５:00 
場所 都立小山内裏公園（町田市） 
定員 ３０名（先着順） 
申込 緑と公園課へ電話で申込  

（１０月６日～１０日） 

問合せ 緑と公園課 内線2833・2834 
●不要のＴシャツからエコ布ぞうり作り  

日時 １０月１６日（木）13:00～15:45 
場所 リサイクル市民工房 定員 ８名 

申込１０月９日（木）必着の往復はがきで 

ごみ対策課へ（抽選）  

問合せ ごみ対策課 内線2535 
●みたか環境懇談会 
主催 みたか環境活動推進会議 
テーマ 「緑の保全と管理」第２部 
日時１０月１８日（土）13:30～16:00 
場所 市民協働センター第２会議室 
問合せ 環境対策課 内線2523 
定員 ５０名 （先着順） 無料 
●セトモノのリサイクル 
主催：消費者の会  
日時：１０月２４日（金）10時～4時、 

２５日（土）10時～3時半 
場所：消費者活動センターの「みんなの生活

展」にお持ちください。割れたり、不用のセ

トモノをリサイクル容器に再生。ガラス、土

なべ、置物などはリサイクルされません。 
連絡先： 0422-44 -4962  駒林 
●第４０回井の頭かんさつ会 
主催 井の頭かんさつ会 
テーマ 「秋の樹木」（樹木観察） 
日時 １０月２６日（日）10:00～12:00 
集合場所 井の頭池・ボート乗り場前  
事前に申込みが必要 費用３００円 
申込み 大原kapock@parkcity.ne.jp 
HP URL http://www.kansatsukai.net 

 
 

２００８年１０月１日発行 

北極の氷が溶け、氷に上ることのでき

ないホッキョクグマや、氷河が溶け、石

がごろごろしている映像を目にし、温暖

化が進んでいると実感します。 
日本でも、この夏は真夏日が続き、集

中豪雨が各地で起きました。崖が崩れ、

家屋が倒壊。河川が氾濫し、床下、床上

に浸水。車が水没して、死者も出ました。

こういうことが、自分にも起こりうると

感じるようになりました。 
温暖化は人間の生活により排出され

るCO2が、その大きな原因ですが、日
本は世界第４位のCO2排出国で、１人
当たりの排出量も、中国に住む人の2.5
倍、インドの10倍、アフリカなどの100
倍です。私たちは、世界に対して大きな

責任があると思います。7月の洞爺湖サ
ミットでは、2050年までに温室効果ガ
スの排出を 50％以上削減することを呼
びかけました。温暖化の速度を抑える努

力は世界で始まっており、省エネ技術の

革新、代替エネルギーの開発。排出権取

引、炭素税導入等々が挙げられていま

す。 

私たち市民には何ができるのでしょう。 
快適さを求めた人々の生活が、多くの資

源を使い、多量のCO2を排出しています。
コンビニエンスな生活が、人間らしい生活

なのでしょうか？ライフスタイルを変え

ることが必要だといわれますが、どのよう

に変えたらよいのでしょう？ 
「温暖化の防止対策」としては、エネル

ギー効率の高い、エコハウス、蛍光灯、省

エネ家電などの導入、太陽光発電、風力発

電など、新エネルギーの利用など、いろい

ろありますが、費用のかかることも多いで

す。まずできることは、自分にとって、何

が必要で何が必要でないかを考え、無駄を

なくすこと。そして、物や空間を人と共有

すること。手造りもお勧めです。 
都市においても、自然の摂理の中にある

ことを思い出し、自然と共生できる、シン

プルで豊かな、人間らしい生活ができると

思います。今の大量生産・大量消費・大量

廃棄は「消費者が望んでいるからだ」と生

産者に言われないようなライフスタイル

に変えることが大切だと思います。   

（山本） 

 

～いま、私たちにできること～ 

発行：みたか環境活動推進会議 
連絡先：三鷹市環境対策課  
電話0422-45-1151 内線2523・2524 
E-mail : kankyo@city.mitaka.tokyo.j 
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平成20年度三鷹市環境学習事業 

エコ･ミュージカル人形劇 

とべ！ドードー 
環境に対する本当のやさしさってなんだろう？！ 

作･演出 高橋千津子 出演 劇団すぎのこ 

10月11日(土) 午後1時～2時30分 開場は0時30分 

会場 連雀コミュニティ･センター体育館 定員200人。入場無料 

人形劇に先立ち、環境ポスター表彰式があります。 

当日午前11時30分から会場入口にて入場整理券を配布。土足入れをご持参ください。

問い合わせ 環境対策課 電話０４２２－４５－１１５１ 内線２５２３  

 

くらしフェスタ IN みたか 

第38回みんなの生活展 
安全なくらしのために ～環境を考えよう～ 
そのためあなたは何をしていますか？ 

    日時 10月24日（金） 10：00～4：00 
          25日（土） 10：00～3：30 
  場所 三鷹市消費者活動センター 

 日頃の活動を分かりやすく展示しています。ごみに関すること、

水の知識、ほうれん草入りのおいしいケーキ、血圧や体脂肪の検査、

生活用品の活用市もあります。食の安全、添加物の知識、もったい

ないの暮らし、と盛りだくさん。 
 地下では「おもちゃの病院」の先生が壊れたおもちゃを元気に治

すところを見てください。紙芝居もあります。 
問い合わせ 消費者活動センター ０４２２－４３－７８７４  
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Tel４５－１１５１ 

（内線２５３３） 

fax４５－５２９１ 

 

第５期 緑のボランティア講座 が始まります 

 （月日）    （テーマ） 
１０月２５日（土）種まきと育て方 
１１月８日（土）樹木についての基礎知識 
１１月１５日 (土) 雑木林の自然と管理育成 
１２月６日（土）雑木林の自然と管理育成 
１２月１３日（土）竹林の管理育成 
１２月２０日（土）緑の管理（総括） 

緑の基礎知識や緑化実技を実践活動に生かしていくための連続６回の講座で

す。講師は東京農業大学教授の濱野周泰さんです。修了生は緑のボランティ

アとして市内の緑を守るために活動しています。 

定員は２５人（先着順）。 
申込は１０月６日午前９時から緑と

公園課へ 内線２８３３ 
講座は、午前１０時から午後３時半

まで。（午前中は講義、午後は実技）。

昼食は各自持参、軽作業ができる服

装で参加してください。 
問合せ 緑と公園課  

壊れた“おもちゃ”ありませんか？ 

三鷹市消費者活動センター運営協議会

主催のおもちゃの病院を見学しました。

入口を入ると、ドクターと看護師さん

が、患者さんを待っておられました。こ

こでは子どもたちの宝物のおもちゃを無料で診察・治療してくれます。特殊な部品

を交換した時などは有料（実費 200～300 円）になることもあります。開設以来２
３年目になりますが、５０００件以上のおもちゃが治療されました。ゲーム機など

が壊れても、もったいないので放置しないで、もう一度遊んでほしいと願い、ドク

ター９人、看護師さん５人のボランティアの方々が、交代で待機しておられます。

あるドクターは、「おもちゃが治った時の子どもたちの笑顔が、何よりの報酬です」

と話されました。一度、気軽に訪れてはいかがでしょう。 
開催場所：消費者活動センター（毎月第１・第３水曜日）午後１時～３時 

リサイクル市民工房（毎月第２・第４土曜日）午後１時～３時 

 


